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高
槻
市
で
は
２
０
１
５

年
６
月
現
在
65
歳
以
上

が
９
万
６
７
６
４
人
。

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
27
・
２
％
。
75
歳
以

上
は
12
・
１
％
、
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
も
増
え

て
い
ま
す
。

９月議会

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
に
も
特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
を

認
知
症
予
防
の
た
め
の
対
策
は

―
わ
た
し
は
健
康
づ
く
り
と
医
療
・
介
護
の
予
防
・
早
期
発
見
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
―

　
高
齢
に
な
っ
て
も
元

気
に
過
ご
せ
る
健
康
寿

命
を
伸
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
生
活
習
慣
病

の
予
防
が
医
療
・
介
護

に
と
っ
て
も
大
き
く
影

響
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
対
策
の
第
一
は

特
定
健
診
な
ど
、
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
に

取
り
組
む
こ
と
で
す
。

高
槻
市
の
２
０
１
３
年

度
の
特
定
健
診
の
受
診

率
は
40
％
、
大
阪
府
内

の
市
で
は
吹
田
、
池
田

に
続
い
て
３
番
目
で

す
。
が
ん
検
診
も
ワ
ン

コ
イ
ン
、
５
０
０
円
で

受
診
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
大
幅
に
増

え
て
い
ま
す
。

（
質
問
）

　
高
槻
市
で
は
、
特
定

健
診
や
が
ん
検
診
の
受

診
率
を
い
っ
そ
う
引
き

上
げ
る
う
え
で
ど
の
よ

う
な
具
体
策
を
お
持
ち

で
し
ょ
う
か
。
お
答
え

く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）

　
特
定
健
診
と
が
ん
検

診
の
同
時
実
施
、
が
ん

検
診
の
複
数
項
目
同
時

実
施
、
保
育
付
健
診
、

地
域
に
出
向
く
出
張
健

診
な
ど
を
実
施
。
今
年

度
か
ら
、
協
会
け
ん
ぽ

加
入
者
向
け
特
定
健
診

時
に
も
市
の
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
る
。

（
再
質
問
）

　
高
槻
市
の
高
齢
化
率

は
全
国
や
大
阪
府
平
均

よ
り
も
高
い
。
国
の
よ

う
に
個
人
の
「
自
己
責

任
」
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
行
政
の
責
任
で
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ

と
が
最
優
先
の
課
題
で

す
。
ぜ
ひ
、
２
・
３
年

で
50
％
以
上
の
受
診
率

を
め
ざ
し
て
く
だ
さ

い
。

（
答
弁
）

　
本
市
独
自
の
工
夫
は

も
ち
ろ
ん
、
他
自
治
体

の
先
進
事
例
を
取
り
入

れ
、
受
診
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
質
問
）

　

高
槻
市
に
は
現
在
、

12
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
９
年
度
か
ら
北

包
括
に
、
２
０
１
４
年

度
に
五
領
・
上
牧
包
括

に
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
を
お
き
ま
し
た
。

　
今
、
65
歳
以
上
の
４

人
に
１
人
が
認
知
症
と

そ
の
予
備
軍
と
言
わ
れ

て
い
る
な
か
、
こ
れ
は

少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
認
知
症
は

恥
ず
か
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症

が
進
ん
で
か
ら
相
談

に
来
る
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
早
い
段
階
で
気

軽
に
相
談
で
き
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
最
近
で

は
食
事
に
気
を
つ
け
る

こ
と
、
散
歩
な
ど
の
有

酸
素
運
動
、
他
人
と
交

流
す
る
こ
と
で
、
あ
る

程
度
認
知
症
は
予
防
で

き
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
早
期
治

療
す
れ
ば
、
病
状
を
回

復
さ
せ
た
り
、
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
広
く
知
ら
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
12

の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
認
知
症
予
防
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
に

は
、
富
田
や
高
槻
市
南

裏
面
に
続
く
↓
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
危
険
性

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国
民
１
人
ひ
と

り
に
特
定
の
番
号
、
個
人
番
号
を
付
番
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
や
事
業
所
な
ど
に
散
在
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
国
民
の
個
人
情
報
を
名
寄
せ
し
、
参

照
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
行
政
な
ど

が
、
そ
れ
ら
の
個
人
情
報
を
活
用
す
る
制
度
で

す
。

　
管
理
さ
れ
る
個
人
情
報
は
、
介
護
保
険
、
医

療
保
険
、
奨
学
金
、
雇
用
保
険
な
ど
の
社
会
保

障
の
分
野
、
税
の
分
野
、
災
害
分
野
の
３
分
野

97
行
政
事
務
、
銀
行
口
座
、
郵
貯
口
座
、
特
定

健
診
の
結
果
な
ど
、
自
治
体
の
独
自
制
度
」
に

個
人
番
号
を
利
用
す
る
と
き
、
他
の
機
関
と
の

情
報
連
携
が
可
能
に
な
り
、
不
正
利
用
や
情
報

漏
え
い
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
２
０
０
３
年
に
始
ま
っ
た
住
基
ネ
ッ
ト
の
個

人
カ
ー
ド
は
そ
の
取
得
率
は
５
％
と
低
か
っ
た

け
れ
ど
、
な
り
す
ま
し
や
偽
装
が
あ
り
、
組
織

犯
罪
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
論
調
査
で
も

過
半
数
の
人
が
内
容
を
知
ら
な

い
と
答
え
て
い
ま
す
。
今
か
ら

で
も
中
止
す
る
べ
き
で
す
」
と

訴
え
ま
し
た
。

中
村
議
員
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
危
険
性
を

指
摘
し
、
質
問
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

10
月
19
日
（
月
）

　
　
　20
日
（
火
）

　
　
　22
日
（
木
）

　
　
　23
日
（
金
）

ぜ
ひ
傍
聴
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
午
前

10
時
開
会
で
す
。

部
に
せ
め
て
あ
と
１
人

ず
つ
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

介
護
保
険
制
度
改
悪
の
影
響
は

高
齢
者
の
住
宅
改
造

事
業
の
復
活
を

（
答
弁
）

　
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
の
役
割
は
認
知
症

の
方
を
地
域
で
支
え
る

た
め
の
連
携
支
援
や
相

談
業
務
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
現
在
は
２
名

体
制
で
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
８
月
か
ら
一
定
の
収

入
が
あ
る
人
の
利
用
者

負
担
が
２
割
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
保

険
施
設
な
ど
に
入
所
及

び
短
期
入
所
し
た
と
き

の
食
費
や
居
住
費
の
軽

減
制
度
、
補
足
給
付
の

条
件
に
、
配
偶
者
が
非

課
税
で
あ
る
こ
と
、
現

金
、
預
貯
金
の
資
産
が

夫
婦
２
人
で
２
千
万
円

以
下
、
１
人
の
場
合
は

１
千
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
高
槻
市
民
で
補
足

給
付
を
受
け
て
い
る
人

は
８
月
以
後
、
減
っ
て

い
ま
す
。
あ
る
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
聞
く

と
、
週
１
回
の
訪
問
看

護
を
月
１
回
に
し
て
ほ

し
い
、
歩
行
器
を
返
す

人
も
お
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

（
質
問
）

　
２
割
負
担
に
な
っ
た

結
果
、
サ
ー
ビ
ス
を
減

ら
し
た
人
が
ど
の
程
度

い
る
の
か
、
そ
の
中
で

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
減

ら
し
た
の
か
、
ぜ
ひ
一

定
期
間
た
っ
た
の
ち
に

調
査
を
し
て
く
だ
さ

い
。

（
答
弁
）

　
今
回
の
改
正
は
高
齢

化
の
進
展
に
と
も
な

い
、
持
続
可
能
な
介
護

保
険
制
度
の
構
築
に
向

け
て
、
高
齢
者
世
代
内

で
の
負
担
の
公
平
化
を

図
る
も
の
。

　
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
適
切
な
ケ
ア

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
適

正
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

な
さ
れ
て
い
る
。

（
再
質
問
）

　
確
か
に
介
護
保
険
制

度
は
国
の
制
度
で
す
。

し
か
し
、
今
ま
で
１
割

負
担
だ
っ
た
も
の
が
２

割
負
担
に
な
る
。
そ
れ

だ
け
で
も
不
安
に
な
る

の
は
当
た
り
前
で
す
。

２
割
負
担
に
な
っ
た
人

も
、
少
し
収
入
が
多
い

だ
け
で
お
金
持
ち
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

将
来
や
子
ど
も
の
将

来
、
た
く
さ
ん
の
心
配

事
が
あ
り
ま
す
。
生
活

実
態
か
ら
み
て
、
サ
ー

ビ
ス
を
控
え
る
ケ
ー
ス

も
出
て
く
る
の
は
当
然

で
す
。
重
ね
て
再
度
改

悪
に
よ
る
影
響
を
調
査

し
、
そ
の
上
で
き
ち
ん

と
府
や
国
に
要
望
を
あ

げ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
質
問
）

　
２
０
１
５
年
度
の
日

本
転
倒
予
防
学
会
の
調

査
で
は
転
倒
は
屋
内
が

67
％
と
多
く
、
特
に
居

間
が
最
も
多
い
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
住
宅
改
造
事
業
を

復
活
し
て
、
手
す
り
を

つ
け
た
り
、
段
差
を
な

く
し
て
家
で
の
転
倒
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
、

高
齢
者
に
と
っ
て
も
市

に
と
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
答
弁
）

　
市
が
作
成
す
る
転
倒

予
防
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

中
で
、
動
作
の
安
全
性

を
増
や
す
よ
う
啓
発
し

て
い
る
。
手
す
り
な
ど

は
、
介
護
保
険
制
度
の

住
宅
改
修
に
お
い
て
対

応
す
る
。

（
要
望
）

介
護
保
険
制
度
の
住
宅

改
修
は
、
介
護
認
定
さ

れ
な
い
と
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
悪
く
な
る
ま
え

に
段
差
の
改
修
や
、
手

す
り
を
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
介
護
認
定
を

遅
ら
せ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
介
護
保
険
の
住

宅
改
修
と
は
役
割
は
全

然
違
い
ま
す
。
ぜ
ひ
高

槻
市
独
自
で
、
高
齢
者

住
宅
改
造
助
成
の
復
活

を
お
願
い
し
ま
す
。


